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家庭に起居を共にしておりながら，農業或は漁業と
いう様に家族員各自が異る職業に従事する家族が比
較的多い。この様な環境下に於て，漁業者，及び農
業者の鈎虫感染状況について，興味ある結果を得
た。
¥ 即ち，此の地区を学区ーとする西岬中学校の全生徒
267名について， 飽和食塩水浮灘法に依る検便を行
い， 51名の鈴虫卵陽性者を検出した。その中 44名l
の生徒の同居家族 44世帯 227名の家族について，
同一法に依る検便を行い，鈎虫について，性別の感
染状況，年令別の感染状況及び職業別の感染状況に
ついて検討した。
その成績は
1.性別の感染率には，有意差を認めない。
2. 性別の各年令層の感染率は 41 才 ~60 字の年
令層に於て，男子に低率を示す他，各年令層に 
差異はなし、。 
3.職業別の感染率は，各職業共性別に差異はな
し、。
4.農業者と漁業者の感染率を比較すると，有意
差を以って漁業が低率で、ある。
5.漁業者では，就労条件に依り感染率に差を認
める。即ち季節に依るi漁業従事者の方が 1年間
漁業従事者よりも高率である。 
5. 1)シバ腺に於ける型抗体の産生 
11 口 裕(法医)
局所の淋巴腺で抗体が産生されることは諸家の認
めるところであり，家兎ではか Lる実験に膝個淋巴
腺が便利である。上回はA型人血球を家兎足際皮内
に注射免疫せし場合，血清並びに局所膝胸淋巴腺
に型抗体の産生を認めたが， AS人唾液での免疫で
は血清には型抗体の産生を認めたが，局所膝胸淋巴
腺には型抗体の産生を認めなかったと報告してい
る。
余はA型人血球免疫では勿論， AS型人唾液免疫
でも局所膝掴淋巴腺に~特異性抗体の差生があるこ
とを認めた。 、
A型人血球免疫の 1例では免疫家兎血清の抗A型 
人血球讃集素価は 8倍を示し，膝踊淋巴腺のそれは
16倍であった。局所膝胸淋巴腺の重量増加は 4倍
であった。 
AS人唾液免疫に於いては， 1回の免疫では免疫
家兎血清の抗A型人血球接集素価は 2倍を示すも膝 
J 鯛淋巴腺のそれは認められず，また局所淋巴腺の重 
量増加も僅少であった。隔日 5回免疫例では抗A型
入血球選定集素価は免疫血清で 128倍，局所膝腿淋巴
腺では 4倍を示し膝臓淋巴腺の増量は 3倍であっ
た。ま、た隔日 3囲の免疫でも抗A型人血球凝集素価
は免疫血、請で 32倍，膝胸淋巴腺で 8倍を認められ， 
膝胸淋巴腺の増量は{音で、あった。勿論他側の膝胸淋 
巴腺では陰性である。
以上の如く A'1型家免に AS人唾液で後肢足腰、
皮内免疫を施した場合も;A型人血球を家兎後肢足
際皮内に注射免疫せし場合と同様に局所膝胸淋巴腺
に型抗体の産生をみとめたが， A型人血球免疫の場
合では免疫血清まり局所膝胸淋巴腺の型抗体産生が
強いが， AS人唾液免疫では免疫血、清に較べ膝胸淋
巴腺の産生型抗体は弱く，また膝腕淋巴腺の増量も 
劣る様である。
6.フェノール及'(}クレゾールの体内生成

について

加藤宏一(医化〉 
大使中より分離した数種の菌を用いて，チロジ y
崎よりグレゾール及ひフェノ~ l~ 生成の機序を研究 
しそれについて述べた。
特に TPN叉は FADの還元型から 2Hをチロ
ジンに与えて，直接的に C連鎖切断によりフ z ノ
の供2Hを切り離す酵素の存在を認め，此のl~.， 
給にイソ・グエン酸脱水素酵素系が関係する事及び
， ー
遊離アムモニアと焦性プドウ酸の混液に，此の菌を
作用させても，口紙グロマトでアラニジを認め得な
かった事を述べた。 
7.高血圧病の実態に闘す各研究〈第4報〉
日本人の血清総コレステロ{ノL濃度について。
中神義男(第二生理〉
アテローム，)生動脈硬化と密接なる関連を有すると
思われる血清総コレステロ{ル濃度を，帯、選訳多数
対象について測定し日本人の正常値を検討した。
(1)年令的に梢増加の傾向をみたが男子 160，-.170 
mgfdl，女子 160....190mg/dlであり， 欧米人に比
較して還に低値であった。叉女子は若年，老年を問 
わず男子に比し高値であるo
(2)血清総コレステロール濃度と肥満度(比体重〉
との間に有意の相関あるを知った。 
(3)測定地区によって値が異るも，漁村に高く内
陸農村に低値で、あった。叉地区別の高低は栄養調査
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成績中動物中脂肪摂取量と最も密接なる関連を示
す。人体に高動物性脂肪食 (60g/日〉を試みること
により血清総コレステロール濃度を容易に上昇せし 
めることから，日本人の正常値の欧米人に比し低値
である主因も動物性脂肪摂取の貧弱なことと関連す
ると考える。 
(4)血、清総コレステロール濃度は血圧値とも，叉
X線上大動脈弓硬化像との聞にも関係をみなし、が，
心電図上心障碍所見と密接なる関係あることを知つ 
た。 
8.筋電図よりみたお人体反射活動について 
本間三郎(第一生理)  
中枢神経の電気生理学研究は近時目覚しい進展を
遂げつ Lあるが，中枢神経中で最もその機構の簡単.
な脊髄反射の研究は人体に直接応用せられて，かな
りの知見を得る?と至った。脊髄反射のうち張反射は
電気刺激によって起し得るし，その反応は電気的に
記録できる。目下のところ簡単に実験できるところ
から， N. tibialis刺激による M.gastrocnemius 
の活動電位記録が行われてし品。ま録された活動
電{立をみると，刺激後まもなく現われる像と， 20 
msec以上遅れて出現する 2つの電位を区別でき
る。前者は M 波と呼ばれ， N. tibialis中の遠心噌
神経が刺激されたことにより，後者は H 波と呼ば
れ，脊髄を廻って反射してきたイシパルスによるも
のである。従って N.tibialis中の求心神経が刺激
されたことになる。この M 及び -H波を示標とし
て，遠心，求心神経の性質を試らベ，且つ刺激をー
定間隔で与えて，個々に対応する M 及び  H 波を
撮影して末梢神経で得られた従来の反復刺激の所見
と比較検討した。
〔質問〕 福田篤郎(第二生理〉
表面電極でやられたが針電極で effectorの数を
減してはやられませんでしたか。
9.クロールプロマジシの中枢作用It:関する

薬理学的者察

福島重太郎，村山 智
方波見猛，小倉保巴(薬理〉  
Chlorpromazineの特異な中枢作用については，
つとに実験を重ね，数回に亘って報告して来たが，
今回はその後の成績などを中心として，二三考察を
行った。
1.大脳切除動物に於ては Chlorpromazineの作
用は強化され，血圧下降の持続性は増す。
2. Chlorpromazineによりラットの白血球は減
少し， Phenobarbital前処置の場合は更に著しし、。
大脳切除猫の場合も同じく減少した。
3.ラットの流血中好酸球数は Chlorpromazine 
により著しい波少を示すが，副腎或は下垂体摘出を 
行うと見られなくなる。
4.副腎摘出ラットに 300C前後の環境温度で Ch-
lorpromazineを投与すると，体温上昇と軽度の好
酸球数の増多を来し死亡する。
以上の諸点を従来の教室の成績と併せ考えるとき
Chlorpromazineの中枢に対する侵襲領域は脳幹
部であると考察する。
〔質問〕 福田篤郎〈第二生理〉
大脳切除後の生存期潤はどの{立ですか。
〔答〕 小林龍男(薬理〉
教室でやった犬脳除去動物は今までに 1週間--10
日間以上生きていて現在はますます元気です。実験
はこのように手術の影響のなくなった時期になって
から更に続けていきたいと思っています。
C答〕 村山 哲'(薬 理〉 
実験担当者としてお答え申し上げますが，大脳半
球切除後長期生存を期して手術法を少し工夫してみ
ました。 Basalganglionは全然傷めておりません
し，手術も従来のように人工呼吸下でなく行ってい
ます。また手術全経過は 2時間以内とし，対照例も‘
すべて之にI1慎じております。これ以上手術に時間を
かけると長く生かすのがむずかしくなって来るよう
です。目下の方法では出血もおどろく程少量であり
ます。
なお，観血的呼吸血圧曲線の摘記はすべて，切除
後の Diaschisisの時期を脱したものについて行つ
ています。
現在元気な無大脳猫の例数が増しておりますので 
引つづき諸検索をす込めております。 
10.肺嚢胎症の 2剖検例
服部了司〈病理〉
第 1例は 32才の家婦で，昭和 28年 3月発病， 4 
月下志津病院に入院， X線検査の結果，全肺野に粟
粒大の濃厚陰影を認、めた。 28年 5月脳脊髄液中に結
核菌を証明， 9月視力障碍， 10月痘撃発作，意識障
碍，項部項直，ケノLニ Yヒ症状等を塁し， 29年 1月
